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血管内に注入した造影剤が定めた 2 点聞を移動するのに要する時間( '0) は同時に撮影するシネフィ
ルム上の濃度変化より求める口 '0. 測定 2 点聞の距離( s )および冠動脈容積( c )より，血流速度( v) 
および血流量 (Q) を次の式にて算出する口








?Xy( T' )ニム.~( x(n. L1 t) ・ y(n. L1 t)) n: 整数， L1 t :サンプリング周期
J N n=1 
造影剤が 2 点を移動するのに要した時間は，乙の φxy( T' )を最大にする τ 。である口相互相関関数の計
算範囲は心周期の整数倍とした。






せた。測定2点聞の距離を1 0"， 40， 70mmと変え，上記の補間法を相互相関関数に応用したcine-densitometry 
を用いて算出した流速を実測した平均流速と比較した。
測定 2 点間距離10mmの場合，補間法を相互相関関数に応用した cine-densitometry を用いて求めた
流速( y)は実測した流速(x) Iζ対し Y = 1.07 x -10( [2= 0.97 , P < 0.001 , S YX= 士35mm/sec)の正の
直線回帰関係を有した。測定 2 点間距離40mmの場合 y = 0.99 x -8 ([2= 0.97 , P く 0.001 ， S yx = 
士23mm/sec) ，測定 2 点間距離70mmの場合 y= 1.02x-5 ([2=0.98 , P く 0.001 ， Syx=:::!:::17 
mm/〆sec) の正の直線回帰関係を有した。電磁流量計より求めた流速 (y) は実測流速 (x) に対し y





した流速 (y) を電磁流量計より求めた流速 (x) と比較した。測定 2 点問距離10mm において， y = 




2. 冠動脈を想定した拍動流回路実験において，本算出法lとより cine-densi to m etry を用いて求めた流
速(y) は，測定 2 }点間距離が10mmで，実測した流速 (x) に対して正の直線回帰関係(< y = 1.07 x -10 
([2=0.97 , P く 0.001 ， s yx = :::!:::35mm/ sec) ))を認めた。
3. 成犬の大腿動脈を用いた動物実験において，本算出法により cine-densitometry を用いて求めた流
速 (y) は，測定 2 点間距離が10mmで，電磁流量計より求めた流速 (x) に対して正の直線回帰関係
( y= 1.01 x+ 2.6 ([2=0.96 , P く 0.001 ， s yx =士13mm/sec) ))を認めた。




本論文は補間法を相互相関関数に応用したcine-densitometry を用いる乙とにより，測定 2 点間距離が
10mmであっても拍動流における平均血流速度および血流量の算出が可能である乙とを初めて明らかに
した。本法は個々の冠動脈における血流量の測定を可能とした口
本法を用いる乙とにより，冠循環動態の機能的評価からみた手術適応の決定，治療効果の判定等が明
らかとなり，虚血性心疾患に対する外科治療成績の向上に寄与し得る点で，学位論文lζ値する研究と考
える。
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